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よ
も
ぎ
た
物
産
館
「
マ
ル
シ
ェ

よ

も
ぎ
た
」

オ
ー
プ
ン
記
念
式

典

が
、
七
月
一
日
、
物
産
館
前

駐
車
場
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。午

前
九
時
、
花
火
の
合
図
と

と
も
に
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー

が
始
ま
り

、
古
川
正
隆
村
長

が

「
村
民
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を

生
か
し

た
特
産
品
を
ど
こ
よ
り

も
安
く
、
お
い
し
く
提
供
す
る

施
設
に
し

て
い
き
た
い

。」

と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
し
て

来
賓
祝
辞
の
後
、
物
産
館
の
愛

称
公

募
当
選
者

、
下
山
奈
美
子

さ
ん
（
長
科
）
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
科

、

蓬
田
権
現
様
保
存
会
に
よ
る
獅

子
舞
で
交
通
安
全
、
家
内
安
全
、

さ
ら
に
は
無
病
息
災

を
祈
り
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
同
時
に
物
産

館
友
の
会
会
員
が
く
す
玉
を
割
っ

て

、
物
産
館
の
オ
ー
プ
ン
を
祝

い
ま
し

た
。

こ
の
日
は
オ
ー
プ
ン
記
念
と

し
て
、
蓬
田
村
の
イ
カ
を
焼
い

て
無
料
で
提
供
す
る
試
食
コ
ー

ナ
ー
や
抽
選
会
な
ど
イ

ベ
ン
ト

盛
力
だ

く
さ
ん
で
開
店
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン

を
待
っ
て
い
た

お
客
さ
ん
た
ち
は
、
一
斉
に
店

内
に
流
れ
込
み
、
直
売
コ
ー
ナ
ー

の
新
鮮
で
み
ず
み
ず
し
い
野
菜

や
果
物
、
手
工
芸
品
を
手
に
取
っ

て
品
定
め
し

、
早
速
買
い
求
め

る
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

軽
食
コ
ー
ナ
ー

も
お
客
さ
ん
の

列

が
で

き
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で

し
た
。

よもぎた物産館

「
マ
ル
シ
ェ
よ
も
ぎ
た
」
オ
ー
プ
ン

！
よ
も
ぎ
た
物
産
館

１
愛
称
公
募
当
選
者
　
　

な
　み
　こ

下
山
　

奈
美
子
さ
ん

２



六
月
二
十
七
日

、
蟹
田
町
役

場
北
側
駐
車
場
を
主
会
場
に
、

蟹
田
町
・
蓬
田
村
消
防
団
合
同

観
閲
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。宮

本
勉
蟹
田
町
消
防
団
長
の

総
指
揮
の
も
と
整
列
し
た
団
員
、

婦
人
消
防
協
力
隊
四
百
五
十
人

は
、
殉
職
消
防
団
員
へ
の
黙
と

う
、
検
閲
、
機
械
・
器
具
点
検
、

分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
蟹
田
漁
港
広
場
で
は

・
以

労

葦

副

団

長
　

高
　

田
　

重
　

義

・

永

年

勤

続

功

労

章

分

団

長
　

村
　

上
　

与

志

一

分

団

長
　

柿
　

峅
　
　
　

誠

分

団

長
　

青
　

木
　

繁
　

一

分

団

長
　

佐
　

藤
　

信
　

彦

分

団

長
　

木
　

戸
　

鐵
　

雄

副
分
団
長
　

森
　
　
　
　

淳
　
　
一

部
　

長
　

森

。
　

弘
　

美

部
　

長

。
緇
　

谷
　
　

仁

団
　

員
　

中
　

川
　

順
　

一

団
　

員
　

飯
　

田
　

政
　

義

団
　

員
　

臚
　

田
　

希
　

脱

赤
、
青

、
黄

、
緑
の
水
を
使
っ

た
色
鮮
や
か
な
放
水
が
行
わ
れ
、

観
覧
者
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴

び
ま
し
た
。

3 消防団合同観閲式

◇
青
森
県
消
防
協
会

東
青
支
部
長
表
彰

蟹田町・よもぎた村

消防団合同観閲式

◇
日
本
消
防
協
会
々
長
表
彰

・
功
績
章

副
団
長
　
八
　
幡
　
敏
　
雄

・
勤
続
章

分
団
長
　
張
　
間
　
市
　
郎

◇
青
森
県
消
防
協
会
々
長
表
彰

・
優
良
消
防
分
団
表
彰

蓬
田
村
消
防
団
第
六
分
団

・
勤
功
章

分
団
長
　
青
　
木
　
繁
　
一

分
団
長
　
森
　
　
　

秀
　
夫

・
永
年
勤
続
章
（
二
十
五
年
）

分
団
長
　
村
　
上
　
与
志
一

分
団
長
　
沛
　
贍
　
　
　

誠

分

団

長
　

青
　

木
　

繁
　

一

分

団

長
　

佐
　

藤
　

信
　

彦

分

団

長
　

木
　

戸
　

鐵
　

雄

副
分
団
長
　

森
　
　
　
　

淳
　
　
一

部
　

長
　

森
　
　
　

弘
　

美

部
　

長
　

緇
　

谷
　
　
　

仁

団
　

員
　

中
　

川
　

順
　

一

団
　

員
　

飯
　

田
　

政
　

義

団
　

員
　

越
　

田
　

希
　

悦

・
永

年

勤

続

章

（
二

十

年

）

班
　

長
　

工
　

藤
　

光
　

雄

団
　

員
　

坂
　

本
　

豊
　

昭

・

永

年

勤

続

章

（
十

五

年

）

団
　

員
　

坂
　

本
　
　
　

太

団
　

員
　

坂
　

本
　

寛
　

人

団
　

員
　

三
　

上
　

行
　

男

団
　

員
　

坂
　

本
　
　
　

浩

団
　

員
　

津
　

嶋
　

博
　

文

団
　

員
　

畠
　

山
　

利
　

逸

団
　

員
　

高
　

田
　

宏
　

亨

団
　

員
　

中
　

川
　

八

千

雄

団
　

員
　

坂
　

本
　

太
　

志

団
　

員
　

久
　

慈
　

一
　

司

・
永

年

勤

続

章

（
十

年

）

団
　

員
　

松
　

本
　

勝
　

治

団
　

員
　

川
　

内
　

義
　

光

団
　

員
　

八
　

戸
　

久
　

志

団
　

員
　

川
　

内
　

義
　

一

団
　

員
　

大
　

宮
　

明
　

夫

団
　

員
　

福
　

井
　

英
　

一

団
　

員
　

田
　

中
　

信
　

彦

団
　

員
　

久
　

慈
　

秀
　

治

・
支
部
長
章

団
　
員
　
高
　
松
　
直
　
樹

団
　
員
　
小
　
鹿
　
博
　
二

団
　
員
　
川
　
内
　
義
　
一

団
　
員
　
細
　
谷
　
幸
　
生

団
　
員
　
細
　
谷
　
　
　

聡

団
　
員
　
細
　
谷
　
昭
　
平

団
　
員
　
中
　
川
　
貴
世
仁

団
　
員
　
秋
　
田
　
眷
　
男

団
　
員
　
佐
　
井
　
浩
　
行

団
　
員
　
八
　
幡
　
清
　
彦

◇
団
長
表
彰

・
団
長
章

団
　
員
　
坂
　
本
　
　
　

豊

団
　
員
　
松
　
本
　
勝
　
治

団
　
員
　
古
　
川
　
武
　
利

団
　
員
　
津
　
島
　
俊
　
則

団
　
員
　
小
　
野
　
　
　

孝

団
　
員
　
對
　
馬
　
　
　

均

団
　
員
　
越
　
田
　
誠
　
一

団
　
員
　
稲
　
葉
　
民
　
人

◇
村
長
表
彰

・
村
長
章

班
　
長
　
工
　
藤
　
光
　
雄

団
　
員
　
坂
　
本
　
豊
　
昭

◇
金
一
封

◇
感
謝
状

前
本
団
付
分
団
長

木
　
戸
　
準
　
悦

蓬
田
村
婦
人
消
防
協
力
隊

（
敬
称
略
）



村納税納付の尽力に感謝!
納税組合への加入率は69.3% です（平成11年４月現在）

蓬
田
村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
の
総
会
が
、
六
月
二
十
五
日
、

関
係
者
四
十
五
人
出
席
の
も
と

長
久
酔
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

津
嶋
良
一
会
長
が
あ
い
さ
つ

の
後
、
議
事
に
入
り
、
平
成
十

一
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

（
案
）

が
承
認
さ
れ
、
ま
た
、

役
員
改
選
で
は
次
の
と
お
り
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
　

（
敬
称
略
）

会
　

長
　
　

津
　

嶋
　

良
　

一

副
会
長
　
　

坂
　

本
　
　
　

登

″
　
　
　

吉
　

田
　
　
　

齊

理
　

事
　
　

坂
　

本
　

三
千
雄

″
　
　
　

吉
　

田
　

虎
　

雄

″
　
　
　

泉
　

谷
　

俊
　

逸

″
　
　
　

小
　

鹿
　

鶴
　

男

″
　
　
　

吉
　

崎
　

良
　

一

″
　
　
　

越
　

田
　

源
　

策

″
　
　

中

川

亮
一
郎

″
　
　
　

柿
　

峅
　

政
　

雄

″
　
　
　

石
　

山
　

慶
　

子

″
　
　
　

工
　

藤
　

年
　

江

監
　

事
　
　

森
　
　
　

繁
　

春

″
　
　
　

八
　

燔
　

貞
　

雄

納
税
功
労
者
表
彰佐藤　喜一さん(中沢)

※写真は代理の佐藤隆徳さん

昭
和
四
十
二
年
三
月
よ
り
三

十
一
年
間
単
位
組
合
長

。
昭
和

六
十
三
年
六
月
よ
り
村
納
貯
連

の
会
長
や
副
会
長
を
十
年
。
納

税
貯
蓄
組
合

の
普
及
発
展
及
び

納
税
道
義
の
高
揚
に
努
め
ら
れ
、

税
務
行
政
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

小鹿　鶴男さん(長科)

平
成
元
年
一
月
よ
り
十
年
間

単
位
組
合
長
。
日
夜
早
期
完
納

と
納
税
思
想
の
高
揚
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

全
国
第
二
位
に
蓬
田
村

日
経
産
業
消
費
研
究
所
は
、

介
護
保
険
福
祉
基
盤
が
最
も
充

実
し
て
い

る
自
治
体
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
町
村
の
上
位
自
治

体
で
広
島
県
口
和
町
に
次
ぎ
蓬

田
村
が
、
福
祉
度
ラ
ン
キ
ン
グ

全
国
第
二
位
で
あ
る
と
発
表
し

ま
し

た
。
（
平

成
十

一
年
六
月

六
日
、
日
本
経
済
新
聞
掲
載
）

こ
れ
は
、
全
国
三
千
二
百
五

十
五
市
区
町
村
を
対
象
に
調
査

し
た
も
の
で
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の

方
法
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

の
利
用
人
数
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
、
ヘ
ル
パ
ー

数
な
ど
十
三
項
目
を
高
齢
者
千

人
当
た
り
に
換
算
。
偏
差
値
化

す
る
と
と
も
に
、
二
十
四
時
間

ヘ
ル
ツ

サ
ー

ビ
ス
の
有
無

、
老

人
保
健
福
祉
計
画
の
達
成
見
通

し
を
加
え
た
計
十
五
項
目
を
そ

れ
ぞ
れ
十
点
を
最
高
に
得
点
化

し
、
そ
の
平
均
点

を
比
較
し
た

も
の
で
す
。
調
査
は
平
成
十
年

三
月
末
時
点
の
結
果
で
、
上
位

の
理
由
と
し
て
は
、
高
齢
化
が

急
速
に
進
ん
で
い

る
た
め
、
福

祉
基
盤
を
積
極
的
に
整
備
し
て

い
る
こ
と
や
、
都
市
部
に
比

べ

土
地
に
余
裕
が
あ
り
地
価
が
安

く
、
施
設
を
建
て
や
す
い
こ
と

な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す

。

蓬
田
村
が
全
国
第
二
位
と
な
っ

た
理
由
と
し
て
は
、
常
勤
ヘ
ル

パ
ー
数
が
三
百
四
十
三
村
の
う

ち
四
十
位
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
の
年
間
延
べ
利
用
人
数
も

同
二
十
一
位
と
高
水
準
で
、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
定
員
数
は
同
四
十

五
位
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
蓬
生
園
」

も
あ
り
ま
す
が
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
柱
で
あ
る
ヘ

ル

パ
ー
の
確
保

が
遅
れ
て
い
た

た
め
、
追
い
つ
き
追
い
越
せ
と

努
力
し

、
常
勤
六
人

、
非
常
勤

四
人
を
確
保
し
た
こ
と
が
、
全

国
第
二
位
の
理
由
と
し
て
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。

村納税納付の尽力に感謝

▼
永
年
勤
続
者
感
謝
状

福
祉
度
ラ
ジ
い
キ
ジ
グ

４



今
年
も
太
陽
の
日
差
し
が
眩

し
く
、
熱
い
季
節
が
や
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

時
期
は
食
中
毒
の
発
生
し
や
す

い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

青
森
県
で
は
、
海
水
温
の
上

昇
に
伴
い
県
内
で
の
腸
炎
ビ
ブ

リ
オ
食
中
毒
の
発
生
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
腸
炎
ビ
ブ
リ

オ
食
中
毒
警
報
を
発
令
し
ま
し

た
。蓬

田
村
は
、
特
に
海
岸
沿
い

に
村
が
位
置
し
て
お
り
、
海
産

物
も
豊
富
な
た
め
、
食
品
を
取

り
扱
う
際
は
次
に
述
べ
る
注
意

事
項
を
よ
く
読
ん
で
腸
炎
ビ
ブ

リ
オ
に
よ
る
食
中
毒
発
生
を
防

正
し
ま
し
よ
う
。

「
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒

予
防
の
ポ
イ
ン
ト
」

圉
　
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
真
水

に
弱
い
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
生

の
魚
、
貝
、
タ
コ
等
を
水
道
水

で
十
分
洗
っ
て
か
ら
、
調
理
し

ま
し
よ
う
。

㈲
　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
他
の

細
菌
に
比
べ
菌
の
増
え
る
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
の
で

、
特
に
、
生
で

食

べ
る
魚
等
を
取
り
扱
う
場
合

は
、
調
理
前
後
に
は
五
℃
以
下

に
冷
蔵
保
管
す

る
よ
う
に
し
、

調
理
は
手
早
く
行
い

、
調
理
後

は
早
め
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
・

㈲
　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
は
、
熱
に

弱
い
の
で
、
魚
等
を
焼
い
た
り

煮
た
り
す
る
場
合
に
は

、
中
ま

で
十
分
に
熱
を
加
え
、
調
理
後

は
早
め
に
食

べ
ま
し
ょ
う
。

㈲
　

魚
等
の
調
理
に
使
用
し

た

ま
な
板
・
包
丁
・
ふ
き
ん
等
は
、

汚
れ
を
洗
い
落
と
し

た
後
に

、

熱
湯
等
で
消
毒
し

、
乾
燥
を
十

分
に
行
い
、
清
潔
に
保
管
し
ま

し
よ
’つ
。

㈲
　

調
理
の
前
後
に
は
、
必
ず

石
ヶ
ン
で
手
を
洗
い
、
消
毒
液

で
手
指
の
消
毒
を
行
い
ま
し
よ

平
成
十
一
年
度

一
母
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
六

月
四
日
、
青
森
保
健
所
に
お
い

て
行
わ
れ
、
東
青
地
区
の
き
れ

い
な
歯
自
慢
の
親
子
八
組
が
集

結
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
場
す

る
権
利
を
得
ら
れ

る
の
は
、
昨
年
度
の
三
歳
児
健

診
で

「
虫
歯
ゼ

囗
」
だ

っ
た
子

ど
も
と
虫
歯
の
な
い

、
も
し
く

は
虫
歯
の
治
療
が
完
治
し
て
い

る
母
親
の
ペ
ア
で
す

。
蓬
田
村

か
ら
は
郷
沢
地
区
の
福
井
聖
花

ち
ゃ
ん
と
薫
花
ち
ゃ
ん
そ
し
て
、

お
母
さ
ん
の
洋
美
さ
ん

が
村
の

お 医者さん と話をするの は少し緊張 するかな ？

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

審
査
の
内
容
は
、
ま
ず
身
体

計
測
と
内
科
診
察
を
行
い
、
身

体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
後

に
口
腔
診
察
と
な
り
ま
し
た
が
、

単
に
虫
歯
が
な
い
だ
け
で
は
な

く
、
歯
並
び
や
歯
肉
の
状
態
、

顔
と
の
調
和
と
い
っ
た
細
部
に

わ
だ
っ
て
の
審
査
と
な
り
ま
し

た
。結

果
は
青
森
市
在
住
の
親
子

の
母
親

が
虫
歯
ゼ
囗
で
あ
っ
た

た
め
一
位
入
賞
は
そ
の
ペ
ア
に

決
ま
り
ま
し
た

が
、
蓬
田
村
代

表
の
福
井
さ
ん
親
子
も
大
変
健

闘
し

、
次
点
に
つ
け
て
い
た
の

で
は
・：
と
い
う
感
触
で
し

た
。

平
成
十
年
度
の
蓬
田
村
の
幼

児
の
虫
歯
の
保
有
率
は

Ｉ
歳
六

ヵ
月
児
健
診
時
で
は
十
四
％
だ
っ

た
も
の
が
三
歳
児
健
診
時
で
は

六
十

八
％
と
か
な
り
急
増
し
て

い

る
た
め
、
そ
の
予
防
と
し
て

昨
年
度
か
ら
蓬
田
村
で
は
幼
児

健
診
を
受
け
た
子
ど
も
を
対
象

に
一
人
年
一
回
虫
歯
予
防
の
為

に
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
の
歯
は
、
生
ま
れ
る

前
か
ら
母
親
の
体
内
で
そ
の
芽

が
で
き
る
た
め
、
妊
娠
中
に
健

康
状
態
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
考

慮
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
乳

幼
児
期
か
ら
「
八
十
歳
で
二
十

本
の
歯
を
残
す
」
こ
と
を
目
標

に
虫
歯
予
防
に
心
が
け
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
虫
歯
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、
や
は
り
親
の
力
が

大
き
い
で
す
。
お
や
つ
の
と
り

す
ぎ
に
注
意
し
た
り
、
食
事
の

後
に
必
ず
歯
を
み
が
く
く
せ
を

つ
け
る
、
定
期
的
に
歯
の
健
康

診
査
を
受
け
、
虫
歯
は
小
さ
い

う
ち
に
治
療
す
る
等
あ
な
た
の

お
子
さ
ん
が
健
や
か
に
育
つ
た

め
に
、
ま
ず
歯
の
健
康
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

呆健コーナー

腸
炎
ビ
フ
リ
オ
食
中
毒

警
報
発
令
　

～
腸
ビ
フ
リ
オ
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

～

乳
幼
児
期
か
ら
家
族
ぐ
る
み
で
歯
の
健
康
を
考
え
よ
う
！

「
平
成
十
一
年
度
母
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
開
催

5



カメラ ア　 イ

海象観測所起工式

幼児園・保育園合同運動会

７月３日、幼稚園・保育所合同運動会が行われまし

た。
この日は雨天のため、トレーニングセンターでの開

催になりましたが、子どもたちは日ごろ練習した踊り

や徒競走を一生懸命頑張り、大きな声援と拍手を受け
ていました。

わメラアイ

７月２日、玉松海水浴場の建設予定地において、建設

省青森工事事務所主催による、青森海岸海象観測所、仮

称「たままつ海の情報館」の起工式が行われ、関係者5（）

人が工事の安全を祈願しました。

海の情報館は、陸奥湾の津軽半島側の気象・海象など

の情報発信基地となり、防災対策拠点としての機能も併

せ持つ施設です。また、青森工事事務所が観測している

青森市、平舘村、蓬田村の３ヵ所の海象（波、風など）

情報をネットワークで結び、一元化します。

完成は平成12年３月の予定で、先日オープンしたよも

ぎた物産館 「マルシェよもぎた」をはじめ、周辺施設と

連携した整備を進めていきます。

6



●
大
雪
の
　
下
で
眷
待
つ
　

ふ
き
の
と
う
　
　
　
　
　

醉
　

竜

●
境
界
線
　

雪
に
埋
も
れ
る
　
義
理
人
情
　
　
　
　
　

清
　
乃

●
不
景
気
で
　

更
に
冷
え
込
む
　

北
の
雪
　
　
　
　
　

藤
　

正

●
人
間
の
　
命
を
奪
う
　

屋
根
の
雪
　
　
　
　
　
　
　

蓬
　

石

玉
松
海
水
浴
場
の
水
質
検

査
の
結
果
が
、
県
よ
り
発
表

さ
れ
、
「
特
に
良
好
」
の
判

定
に
な
り
ま
し
た
。

善意の心ありがとう

▲写真上が睦フラワーの皆さん、下が村連合婦人会の皆さん

長科地区の睦フラワー（張間みきゑ会長、会

員６名）の皆さんが、昨年に引き続きフラワー

ポットを役場、中央公民館、郵便局、海水浴場

トイレ前に飾ってくれました。「ペチュニア」

「マリーゴールド」「アゲラタム」「インパチェ

ンス」の花が、これから秋まで来訪者の目を楽

しませてくれます。

また、蓬田村連合婦人会（清水幸子会長）の

皆さんが、蓬田駅構内の花壇整備や周辺の除草

などの奉仕活動を行いました。

善意の心ありがとうございました。

漁協が蓬生国にホタテ贈呈

県漁連と陸奥湾漁業振興会が、青森

ホタテのＰＲと消費拡大をより一層促

進するために毎年６月18日をづホタテ

の日」と制定し、合わせて毎月18日も

ホタテの日になりました。

そのため、今年度は「ホタテの日」

制定の第一回目の記念する年であり、

６月18日、村漁協（福井勉代表理事組

合長）は特別養護老人ホーム蓬生園

（山口敏雄園長）を訪れ、ボイルホタ

テ10kgを贈呈しました。

頂いたホタテは、みそ焼きや炊き込

みご飯にして入所者やデイサービス利

用者に振るまわれ、大変喜ばれました。

観光協会から皆さんへ

ボランティア大募集

実行委員会では、この大会のボランティア

を大募集しています。

皆さんのご協力をお願いします。

※ボランティアの方には前日の交流パーティー

無料参加、当日の昼食、オリジナルＴシャツ、

オリジナルキャップ、よもぎ温泉入浴券を用

意しています。

なお、集合時間やコースの打ち合わせをい

たしますので、詳しいことは観光協会までお

問い合わせください。

【お問い合わせ先】

蓬田村観光協会　　B27-2450

カメラアイ／川柳北緯41

玉 松 海 ま つ り
1999年8月1日（日）開催

●
名
残
り
雪
　

老
人
力
に
　
春
休
み
　
　
　
　
　

勇
　
三

●

雪
消
え
て
　

隣
り
と
笑
顔
で
万
三
ち
話
　
　
　

藤
　

久

●
十
七
億
　

空
か
ら
降
っ
て
　
地
に
消
え
た
　
　

お
　

富

●
孫
連
れ
て
　

息
子
が
過
疎
の
　

雪
お
ろ
し
　
　

飄
　

一
当日は、おでんや焼きそばなどを販売する

コーナーやホタテ焼きコーナー、包丁無料研

ぎ・まな板販売コーナーなどイベント盛りだ

くさんです。
イベントには誰でも参加できますので、ぜ

ひ参加してください。

WH寺聞け夸軍すろ場合もあります｡

イベントプ ログラ ム

9:55～ 主催者あいさつ　　　　12:30～ ④爆弾ヶ－ム

10:00～ ①宝さがし　　　　　　13:00～ ⑤ラムネ早飲み大会

10:30～ ②地引き網（子ども会）13:30～ ⑥浮き輪手こぎレース

11:30～ ③抽選会（建設省）　　14:00～ ⑦変則ビーチフラックス

12:00～ 昼食　　　　　　　　　14:30～ ⑧抽選会（建設省）

卜00　 閉会

第 ８回デ ュ アス ロ ンinよ もぎ た大 会

1999年9月12日（日) AM11:00スタート

７



私の暮らす

オーストラリア・シドニー(後編)

マキ・スティーブンスさん（旧名　久慈　真喜、瀬辺地出身）

（
六
月
号
か
ら
の
続
き
）

ま

た

、
両

親

が
永
住

権

を

持
っ
て
い
る
場
合
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
子
ど
も
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍
を
取
得
で
き

ま
す
。
は
た
か
ら
見
れ
ば
、
国

際
結
婚
で
す
が
実
は
オ
ー
ジ
ー

同
士
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
こ
ち
ら
で
は
。

「
あ
な
た
は
何
人
？
」

と
い
う

聞

き
方

を
せ
ず
に

、
「
あ
な
た

の
祖
先
は
ど
こ
の
人
？
」
と
い

う
よ
う
な
言
い
方
を
し
ま
す
。

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
家
の
大
本
は

イ
ギ
リ
ス
人
だ

そ
う
で
す
が
、

途
中
い
ろ
い
ろ
混
じ
っ
て
い
る

そ
う
で
よ
く
分
か
ら
な
い
と
の

こ
と
で
す

。
私

の
方
は
、
姓
は

変
更
し
ま
し
た
が
国
籍
は
日
本

の
ま
ま
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
永
住
権
を
持
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
パ
ス
ポ
ー
ト
は
日
本

の
も
の
で
す

。
界
の
場
合
は
、

現
在
、
二
重
国
籍
で
満
二
十
二

歳
ま
で
に
ど
ち
ら
か
の
国
籍
を

選
択
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で

、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

日
本
の
両
方
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
も

い
ま
だ
に
人
種
差
別
の
問
題
等

が
あ
る
の
で
少
し
心
配
で
す
が
、

界

が
大
き
く
な
る
頃
に
は
き
っ

と
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す

。
私
た
ち
の
友
達
や
会

社
に
も
ど
ち
ら
か
が
日
本
人
と

い
う
カ
ッ
プ
ル

が
結
構
い
ま
す
。

以
前
は
、
食
べ
物
や
旅
行
の
話

題

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

の
ご
ろ
は
、
お
互
い
の
子
ど
も

の
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
、
相

談
し
た
り
と
す
っ
か
り
子
ど
も

中
心
の
生
活
に
な
っ
て
し

ま
い

ま
し

た
。
ど
こ
に
い
て
も
同
じ

で
す
よ
ね
。
私
に
と
っ
て
は
、

私
だ
ち
と
同
じ
よ
う
な
家
族

が

近
く
に
い
る
の
で
と
て
も
心
強

い
で
す

。

で
は
最
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア

ー
シ
ド
ニ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
面
積
は
日

本
の
約
二
十
二
倍
で

、
南
太
平

洋
・
イ
ン
ド
洋
・
南
氷
洋
の
三

つ
の
大
海
に
囲
ま
れ
た
南
半
球

に
あ
る
大
陸
で
す

。
シ
ド
ニ
ー

は
、
一
七
七
〇
年
、
キ
ャ
プ
テ

ン

ー
ク
ッ
ク
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
発
祥
の

地
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本

（
成
田
）

か
ら
は
直
行
便
で
九

時
間
三
十
分
。
日
本
と
同
じ
で

四
季
は
あ
り
ま
す
が
、
季
節
は

正
反

対
で
、
日
本
が
夏
な
ら
こ

ち
ら
は
冬
で
す
。
時
差
は
一
時

間
で
す

が
、
十
一
月
か
ら
三
月

の
間
は
夏
時
間
を
実
施
し
て
い

る
の
で
二
時
間
に
な
り
ま
す
。

コ
ア
ラ

ー
カ
ン
ガ
ル
ー
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

を
代
表
す
る
動
物

で
、
ど
こ
の
動
物
園
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
二
年
前
ま

で
は
、
コ
ア
ラ
を
抱
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
す

が
、
神
経
質
な

動
物
で
そ
の
こ
と
か
ら
ス
ト
レ

ス
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
た
め

、
現
在
は
写
真
撮
影
の

み
が
許
可

さ
れ
て
い
ま
す

。
カ

ン
ガ
ル
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
の
動

物
園
で
放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い

る
の
で

、
触
っ
た
り
エ
サ

を
あ

げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郊
外
で
は
野
生
の
カ
ン
ガ
ル

ー

に
会
え
る
所
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

食

べ
物
は
、
ス
テ
ー
キ
と
シ
ー

フ
ー
ド

が
か
な
り
知
ら
れ
て
い

ま
す

が
、
「
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｔ

Ｅ
　（
ベ
ジ
マ
イ
ト
）
」

と
い
う

の
も
代
表
の
一
つ
で
す
。
こ
れ

は
パ
ン
に
塗
っ
て
食

べ
る
ジ
ャ

ム
み
た
い
な
も
の
で

、
野
菜
の

エ
キ
ス
か
ら
作
ら
れ
て
お
り

、

た
い
へ
ん
栄
養

が
あ
る
そ
う
で

す
。
シ
ド
ニ
ー
は
、
観
光
と
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
街
で
す

。
雑
誌
等
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
を
は
じ
め
、
ハ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
や
シ
ド
ニ
ー
タ
ワ
ー
、
古
い

町
並
み
を
残
し
て
い

る
囗
ッ
ク

ス
等
が
あ
り
、
街
の
中
心
地
に

は
、
ブ
ラ
ン
ド
の
店

が
軒
を
連

ね
て
い
ま
す
。
オ
パ
ー
ル
も
お

土
産
品
と
し
て
人
気

が
あ
り
ま

8私の暮らすオーストラリア(後編)



す
。
ビ
ー
チ
で
は
、
サ
ー
フ
ィ

ン
や
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
を
し
た
り
、

小
説
を
読
み
な

が
ら
ゆ
っ
く
り

過
ご
す
の
も
悪
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
ゴ
ル
フ
も
手
軽
な
料
金

で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
こ
の

ご
ろ
は
魚
釣
り
も
人
気
が
あ
る

み
た
い
で
す
。
市
内
か
ら
車
で

二
時
間
半
く
ら
い
の
所
に
ワ
イ

ン
を
生
産
し
て
い
る
場
所

が
あ

り
ま
す

。
こ
こ
で
は
試
飲

が
で

き
、
気
に
入
っ
た
物

が
あ
れ
ば

そ
の
場
で
買
う
こ
と

が
で
き
ま

す

。
ま
た
、
こ
こ
で
し
か
売
ら

れ
て
い
な
い
ワ
イ
ン
も
い
く
つ

か
あ
り
、
ワ
イ
ン
好
き
に
は
見

逃
せ
な
い
所
で
す
。
二
〇
〇
〇

年

の

シ

ド

ニ

ー

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

に

向

け

て

街

の

様

子

も
変

わ

り

、

人

々

も

活

気

づ

い

て

き

た

こ

の

ご

ろ

で

す

。

皆

さ

ん

も

機

会

が

あ

っ

た

ら

、

ぜ

ひ

訪

れ

て

み

て

は

い

か

が
で

し

ょ

う

か

。

そ

の

際

に

は

、
「
Ｇ

。
ｄ

ａ

ｙ

（

ゲ

ダ

イ

）
」

と

声

を

か

け

て

み

て

く

だ

さ

い

。

陽

気

な

オ

ー

ジ

ー

た

ち

は

、

笑

っ

て

「
Ｇ

。
ｄ

ａ

ｙ

」

と

答

え

て

く

れ

る

は

ず

で

す

。

私

た

ち

も

年

に

一

度

は

里

帰

り

す

る

よ

う

に

し

て

い

ま

す

。

蓬

田

村

で

見

か

け

た

ら

気

軽

に

声

を

か

け

て

く

だ

さ

い

。

そ

れ

で

は

皆

さ

ん

の

ご

健

康

と

蓬

田

村

の

ま

す

ま

す

の

発

展

を

お

祈

り

し

て

。

Ｓ

ｅ
ｅ

ｙ
ｏ
ｕ
　
（
ス
イ
ユ
ー
）
。

マ
キ

ー
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

ス
さ
ん
、
六
、
七
月
号
に

わ
た
り
貴
重
な
体
験
談
、

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
体

験
談
や
投
稿
・
特
ダ
ネ
等

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気

軽
に
役
場
企
画
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

蓬
田
駐
在
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

○
水
の
事
故
を
な
く
そ
う

例
年
、
七
、
八
月
に
水
の
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
大
半
は
夏
休
み
中
に
お

け
る
子
ど
も
の
事
故
で
す

。

楽
し
い
は
ず
の
夏
の
レ
ジ
ャ
ー

で
す

が
、
一
方
で
毎
年
海
や
川

で
多
く
の
命

が
失
わ
れ
る
と
い

う
悲
し
い
結
果
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人

の
方

も
次
の
基
本
的
ル
ー
ル

や

マ
ナ
ー
を
守
り
、
事
故
の
な
い

楽
し
い
遊
泳
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
泳
ぐ
前
に
は
、
必
ず
準
備
運

動
を
す
る

▽
保
護
者
は
、
水
遊
び
を
し
て

い
る
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い

▽
遊
泳
禁
止
の
場
所
で
は
、
絶

対
に
泳

が
な
い

▽
風
の
強
い
日
、
波
の
高
い
日

は
泳

が
な
い

▽
自
分
の
体
力
・
技
術
を
過
信

し
な
い

▽
飲
酒
後
は
、
絶
対
に
泳
が
な

い

○
被
害
－

一
人
で
悩
ま
ず相

談
を

相
談
す
る
こ
と
は
、
勇
気
が

い
る
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
そ
れ
は
あ
な
た
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
大
切
な

一
歩
と
な
る
は
ず
で
す
。

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
も
、

▽
一
一
〇
番
す
る
の
は
お
お
け

さ
だ

▽
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る

か
不
安
だ

な
ど
の
理
由
か
ら
警
察
に
届
け

ず
、
一
人
で
お
悩
み
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
警
察
で
は
、
こ
の

よ
う
な
方
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
や
問
題
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

た
め
に
被
害
相
談
窓
口
を
設
け

て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
は

十
分
配
慮
し
て
い
ま
す
。
女
性

警
察
官
が
対
応
す
る
窓
口
も
あ

り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

あ
お
も
り
青
少
年

科
学
セ
ミ
ナ
ー
開
催

青
森
県
の
青
少
年
に

、
自
ら

の
体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
の

大
切
さ
、
創
意
と
工
夫
の
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

「
『
科
学
す
る
心
』

の
育
成
推

進
」

に
取
り
組
む
こ
と
と
し

、

そ
の
主
要
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

本
セ
ミ
ナ
ー
事
業
を
実
施
し
ま

す

。セ
ミ
ナ
ー
に
は
実
験
・
工
作

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
科
学
マ
ジ
ッ

ク
、
記
念
講
演
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
の
で

、
家

族
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
、

科
学
の
不
思
議
を
体
験
で
き
ま

す
。

○

開
催
日
時

八
月
二
十
一
日
～
二
十
二
日

十
時
～
十
六
時
ま
で

○
会
場

青
森
公
立
大
学

○
対
象

小
・
中
学
校
を
は
じ
め

、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

「
お
問
い
合
わ
せ
先
」

平
成
十
一
年
度
あ
お
も
り
青
少

年
科
学
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
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タコ足配線は危険です

□東北電気保安協会
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蓬田村乳幼児医療費給付事業
制度改正のお知らせ

青森県乳幼児はつらつ育成事業の制度改正に伴い、蓬田村

乳幼児医療費給付事業が平成11年８月１日から下記のとおり

改正されます。

現　　 行
Ｏ歳 児～ ４歳 未満 児 の入 院、 通院 医療 費、 入

院時 食事 療養 費に 係わ る 標準負 担 額

改 正 後

Ｏ歳 児～ ４歳 未満 児は 現行 どお りで す。

４歳児 ～ 就学 前児 童の 入 院医療 費、 入 院時食

事療 養費 に係 わる 標準 負担 額が 対象 にな りま

す。

(一 日当た り500 円 を超え る 額)

○この制度の適用を受けるには

①対象となる幼児の保護者は「受給資格証」の交付申請

を保険証、印鑑持参の上行ってください。

②対象となる幼児が入院の際「受給資格証」及び保険証

を提示して下さい。

③給付申請方法は今までと同じです。

④交付申請受け付けは７月26囗からです。

※有効期限の満了が近づいたら、「受給資格証」の更新

を保険証、印鑑持参の上申請して下さい。

【お問い合わせ先】

蓬田梢 殳場 福祉課保健係　 昌（内線232)

お知らせ

役場国民年金係からのお知らせ

○老齢福祉年金を郵便局で受け取ったら、

国民年金証書を役場へ提出しましょう。

○年金受給者が死亡したときは、届け出

を忘れずに

新事業をおこす中小企業の活力、それに伴う新しい雇用の
場づくりに、大きな期待が寄せられています。
そこで、国の緊急経済対策における雇用対策の一環として、

「中小企業雇用剔出助成金」が設けられ、今年からスタート
しました。

中小企業や個人の方が創業や異業種進出のために雇い入れ
た従業員の人件費と雇用管理の改善や教育訓練に要した経費
に対して、助成金を受けることができます。

●中小企業雇用創出人材確保助成金
雇い入れた労働者の賃金の２分の１を１年間助成（６人程
度）（平成11年10月以降は３分の１）

●受給資格者創業特別助成金
中小企業雇用剔出人材確保助成金を受ける雇用保険の受給
資格者であった個人事業主に120万円を限度に助成

●中小企業雇用創出雇用管理助成金
雇用管理制度の改善を図る事業に20万円以上の費用がかかっ
た場合、100万円を限度に２分の１助成

●中小企業雇用創出等能力開発給付金
教育訓練に要した費用の４分の３及び、その間の賃金４分
の３を助成（支給限度があります）

なお、これらの助成金を受けるためには、創業や異業種進
出の準備を始めて６ヵ月以内に青森県知事に改善計画を提出
する必要があるほか、創業や異業種進出に伴う費用が300万
円以上であることが必要です。
【お問い合わせ先】
青森雇用促進センター　雇用改善部門　110177-77-1234

自衛官案内

次の種目について自衛官を募集します

○一般曹候補学生

自衛隊の曹の基幹要員となる自衛官を養成する制度
○曹候補士

自衛隊の部隊勤務を通じて曹の自衛官を養成する制度
○航空学生

海上自衛隊あるいは航空自衛隊の航空機のパイロットまた

は戦術航空士を養成する制度
○対象
・一般曹候補学生
平成12年４月１日現在18歳以上24歳未満の者

・曹候補士
平成12年４月１日現在18歳以上27歳未満の者

・航空学生
平成12年４月１日現在18歳以上21歳未満の者
①高等学校卒業者（平成12年３月卒業見込みの者含む）
②高等専門学校３年次修了者（平成12年３月卒業見込みの
者含む）

③高等学校卒業と同等以上の学力があると認められる者
○受付期間
平成11年８月２日（月）から９月10日（金）まで

○試験
・一般曹候補学生及び曹候補士
一次試験　平成11年９月18日　二次試験　平成11年10月上旬

・航空学生
一次試験　平成11年９月23日　二次・三次試験は別示

【お問い合わせ先】
青森募集案内所　　　　 霞0177-83-2995

お知らせ情報局 1

0

創業・異業種進出のための人材確保に応援する

新しい 助成 金制度のお知らせ

情
報

局



児
童
川
柳

ペ
ン
シ
ル

●
佳
作
　
ラ
ン
ド
セ
ル
い
ち
ば
ん
に
ん
き
あ
か
い
い
ろ
　
　

２

年
　

南
　
　

春
香

一
年
生
ラ
ン
ド
セ
ル

が
き
れ
い
だ
な
　
　
　
　
　

２

年
　

八
戸
　

菜
摘

ら
ん
ど
せ
る
あ
か
い
か
ば
ん
が
お
に
あ
い
だ
　
　

２

年
　

中
川
　
　

南

ラ
ン
ド
セ
ル
学
校
の
お
も
い
で
つ
ま
っ
て
る
　
　

３

年
　

小
松
　

由
佳

ラ
ン
ド
セ
ル
学
校
の
思
い
で
つ
ま
っ
て
る
　
　
　

３

年
　

三
上
　
　

匠

ら
ん
ど
せ
る
に
っ
こ
り
わ
ら
っ
て
学
校
へ
　
　
　

３

年
　

吉

崎
　

彩
奈

一
年
生
ピ
カ
ピ
カ
か
ば
ん
う
れ
し
そ
う
　
　
　
　

４

年
　

今
　
　

夏
希

一
年
生
か
ば
ん
に
か
く
れ
歩
い
て
る
　
　
　
　
　

５

年
　

山
舘
　

紗
織

ラ
ン
ド
セ
ル
友
達
い
っ
ぱ
い
入
っ
て
る
　
　
　
　

５

年
　

大
宮
　

由
子

ラ
ン
ド
セ
ル
小
学
校
で
思
い
出
作
り
ま
し
た
　
　

６

年
　

越
田
　

史
也

６
年
目
そ
ろ
そ
ろ
カ
バ
ン
も
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
　
　
　

６

年
　

石
田
　

明
信

ラ
ン
ド
セ
ル
あ
と
も
う
少
し
が
ん
ば
っ
て
　
　
　

６

年
　

越
田
　

春
香

ど
う
し
て
だ
あ
ん
な
バ
ッ
グ
で
一
万
円
　
　
　
　

６

年
　

今
　
　

惰
平

ラ
ン
ド
セ
ル
い
ろ
ん
な
思
い
つ
ま
っ
て

る
　
　
　

６

年
　

大

宮
亜
由
美

ラ
ン
ド
セ
ル
そ
ろ
そ
ろ
定
年
退
職
だ
　
　
　
　
　

６

年
　

坂

本
　

官
一
仁

●
お
ま
け
　
蓬
石
さ
ん
あ
な
た
も
昔
は
ラ
ン
ド
セ
ル
？
　
　
　

６

年
　

津
島

友
里
恵

●
五
客
　
か
ば
ん
は
ね
い
つ
で
も
ふ
で
ば
こ
た
べ
て
る
よ
　

３

年
　

大

宮
由
紀
子

ラ
ン
ド
セ
ル

ま
く
ら
に
す
る
な
よ
お
じ
い
ち
ゃ
ん

６
年
　

山

本
　

陽
子

ラ
ン
ド
セ
ル
つ
よ
が
っ
て
い
て
も
さ
び
し
が
胚
や

ら
年
　

細
谷
　

陽
子

砂
場
で
ね
手
作
り
か
ば
ん
い
か
が
で
す
　
　
　
　

６
年
　

藤
本
　

結
子

ラ
ン
ド
セ
ル

ー
つ
の
き
ず
に
物
語
　
　
　
　
　
　

６
年
　

津
島
友
里
恵

☆
人
位
　
子
ど
も
が
か
ば
ん
を
し
ょ
っ
て
い
き
ま
し
た
　
　

３
年
　

細
谷
　

咲
奈

☆
地
位
　
ラ
ン
ド
セ
ル
一
年
生
を
つ
れ
て
く
る
　
　
　
　
　

３
年
　

高
木
　

麻

希

☆
天
位
　
新
入
生
赤
い
物
体
動
い
て

る
　
　
　
　
　
　
　
　

５
年
　

坂
本
友
紀
乃

題
「
か
ば
ん
」

天
位
　
５
年

坂
本
友
紀
乃
さ
ん

選
評

傘
松
川
柳
同
好
会
長

さ
ざ
き
蓬
石
气

テレホン イド

AUGUS  T
８

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

8月行事予定表
開催日 曜日 行　　　　事　　　　名 場　　所 時間 担　 当

8/1 日 玉松海まつり 玉 松 海 水 浴 場 9:55 観　光　協　会

２ 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

４ 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 //

8～10 日～火 県子ども会リーダー研修会 雲谷青年の家（青森市） μ

９ 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 /ﾉ

11 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 X/

12 木 あおもりＵターンフェア ホ　テ　 ル　青　森 13:00 農 林 水 産 課

14 土 成人式 ふるさと総合センター 10:00 社 会 教 育 課

15 日 村民野球大会 スポーツガーデン野球場 8:00 体　育　協　会

16 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

18 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 μ

18～19 水～木 高齢者教室 鶴　　　　田　　　　町 //

20 金 慰霊祭 玉　　　　松　　　　台 10:30 福　　祉　　課

21～22 土～囗 第54回県民体育大会 む　　　　つ　　　 市 体　育　協　会

23 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

25 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9:00 μ

29 囗 よもぎた産業まつり ス ポー ツガ ー デン 10:00 農 林 水 産 課

30 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

児童川柳／行事予定表

百
二
十
三
個
の
か
ば
ん
が
あ
り
ま
し
た
。
小
松
ゆ
か
さ
ん
の
ラ
ン
ド
セ
ル
と
、
三
上
た
く

み
さ
ん
の
ラ
ン
ド
セ
ル

は
同
じ
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
「
思
い
」

で
と
「
思
い
出
」
は
ち
が

う
と
考
え
て
両
方
と
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
思
い
出
を
か
ば
ん
に
つ
め
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
ど
ん
な
思
い
出
か
見
え
て
く
る
よ
う
に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
津
島
友
里

恵
さ
ん
の
お
ま
け
の
句
、
私
の
場
合
は
ふ
ろ
し
き
で
し
た
。
で
も
、
友
達
は
布
の
か
ば
ん
で

し
た
。

人
位
　

句
の
中
の

「
子
ど
も
」

は
、
き
っ
と
自
分
な
ん
で
し
ょ

う
ね
。
で
も
、
ど
こ
へ
い
っ

た
ん
で
し
ょ
う

。
ふ
し
ぎ
な
句
で
し

た
。

地
位
　
ユ
ー
モ
ア
が
た
っ
ぷ
り
で
す
。
何
回
読
ん
で
も
お
も
し
ろ
い

。

天
位
　
ラ
ン
ド
セ
ル
を
せ
お
っ
た
一
年
生
の
女
の
子
を

「
赤
い
物
体
」

と
表
現
し
た
の
は
、

脱
帽
（
だ
つ
ぼ
う
）
で
す
。

第
17
回

役　　　場　27-2111
F A X　27-3255

教育委員会　31-3111
F AX　31-3112

ふるさと総合センター
31 -3200

マルシェよもぎた
31-3040

ト レ セン　　　27-3010
よもぎ温泉　　　27-2170
中央公民館　　　27-2076
保　育　所　　　27-2180
幼　稚　園　　　27-2042
小　学　校　　　27-2069
中　学　校　　　27-2038
社会福祉協議会　27-2828

1

1



人 口と 世 帯数

（６月30 日現 在）

総 人 口　3,  723人

男　　1,  773人

女　　1,950 人

世 帯 数　1,  092世 帯

お誕生おめでとうございま寸

若佐 なおね　　　　克　゛直音　 幃 叉J ｈ

ご結婚おめでとうございます

（ 福井　勇人　 （蓬　　 田）

菊田　美里　 （青 森 市）

（ 八幡聖偉智　 （高　　根）

相馬瑠理子　 （平 賀 町）

おくやみ申し上げます

坂本　すわ（中　　 沢　86歳）

池田　リツ（阿弥陀川　87歳）

飯田　勘作（瀬 辺 地　84歳）

七
月
一
日
現
在
で
行
わ
れ
た

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、
商

業
統
計
調
査
も
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
来
年
に
控
え

て
い
る
国
勢
調
査
の
準
備
調
査

や
二
〇
〇
〇
年
世
界
農
林
業
セ

ン
サ
ス
な
ど
大
き
な
調
査
が
め

じ
ろ
押
し
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

７月９日、大倉山好会（山舘建会長）・蟹田営

林署合同で、黒滝ハイキングコースをなた鎌や草

刈機を手に会員と営林署職員８人は、刈り払いと

ゴミ拾いに汗を流しながら作業に当たり、ハイキ

ングコースを新設しました。

今回新設したのは、瀬辺地大川目林道滝ノ沢入

り囗から広瀬川上流のヨシ沢まで2, 500m の区間

です。従来のハイキングコースは、駐車場から黒

滝まで１時間程度で、しかも迷う人が多かったた

め、今回整備したもので、新道は約20分程度の時

間短縮が図られ、分かりやすいハイキングコース

になりました。

ハイキングコースは、途中の尾根道がブナ林で、

尾根道から沢へ下る道がヒバ林と変化に富んでい

て、広瀬川まで下ると10分ぐらいで黒滝に出ます。

毎年村内外から多くの登山者が訪れている蓬田

三山（大倉岳、赤倉岳、袴腰岳）や大倉大滝、黒

滝は、秋まで本格的な山菜シーズンを迎えます。

黒滝ハイキングコース新設の際、道端で見つけました。
名前はショウキランです。
山野草図鑑によると『深山の林内に生える葉のない腐生

らん。茎は高さ10～30cmで、淡紅を帯びた乳白色。花期
は７～８月、茎上部に長い柄をもっだ淡紅色の花を3 ～10
個つける。薄暗い林内で、この美しい花はひときわ映え、
小さなともしびのようである。』と書かれています。

み～つけた／戸籍の窓口

黒
滝
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
新
設

戸 籍 の

窓　　囗

６月受付分

編

集

後

記

1

2

み
～
つ
け
た

1

2
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